
必・選の別 必修

（英） Career Design II 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書 最新歯科技工士教本　歯科技工管理学　（医歯薬出版）

参考図書 別途授業内で紹介する

回数 授業テーマ 授業形態

彦根　幸子

授業形態 講義

科目名 キャリアデザインⅡ 授業回数 8 科目責任者

時間外学習
インターンシップなど関連科目の積極的な受講を推奨する。

国家試験合格への心構え＜進路決定を進めていくことを推奨する。
特記事項

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として大学附属病院での臨床経験を有した教員が、その豊富な経験を活かし、歯科医療業界の動向や就職に必要な知識と技術を踏

まえた、歯科技工士免許取得と進路決定に向けた対策授業を行う。

到達目標

・歯科医療界の動向について、その概略を記述することができる。

・歯科医療界の動向を踏まえた、自らの将来像を説明することができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

レポート（課題提出）による評価を行い、各レポートを100点満点で採点し、その平均点を最終成績とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

提出日は開講日に別途指示する。

授　業　計　画

授業内容

1 進級時オリエンテーション 講義
２年次の年間スケジュールや模擬試験日程を確認する。

国家試験の概要を確認し、本番への意識を高める。

2 チームワーク力を理解する 講義
下級生との交流を通じて、協力の重要性を理解し、円滑なコミュニケーションを図るための

姿勢を身につける。

3 チームワーク力を理解する 講義
下級生との交流を通じて、協力の重要性を理解し、円滑なコミュニケーションを図るための

姿勢を身につける。

4 課題解決の経験を積む 講義
役割分担しながら課題に取り組み、試行錯誤を繰り返しながら下級生への効果的な働き

かけと、チームで解決する力を養う。

5 課題解決の経験を積む 講義
役割分担しながら課題に取り組み、試行錯誤を繰り返しながら下級生への効果的な働き

かけと、チームで解決する力を養う。

8 働きかける力を磨く 講義
下級生が主体的に行動できるよう支援し、周囲を巻き込みながら目標達成へと導く力を身

につける。

6 主体的に行動する 講義
自らチームの目標達成に向けて動き実行力を養う。下級生の成長も意識しながら、リー

ダーシップを発揮する。

7 主体的に行動する 講義
自らチームの目標達成に向けて動き実行力を養う。下級生の成長も意識しながら、リー

ダーシップを発揮する。



必・選の別 必修

（英） Dental Technologist Applicable Laws and Regulations 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書 最新歯科技工士教本　「歯科技工管理学」　（医歯薬出版）

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

彦根　幸子

授業形態 講義

科目名 歯科技工士関係法規 授業回数 8 科目責任者

科目概要

学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として大学附属病院での臨床経験を有した教員が、その豊富な経験を活かし、歯科技工士として業務を行うために必要な

｢歯科技工士法｣を中心に、衛生行政や歯科医療に関連する法律を理解し、ルールを尊守しながら業務を遂行できるようになるための授業を行う。

到達目標

・歯科技工士に必要な衛生行政のについて理解する。

・歯科技工士法について、様々な事例に適用して捉え理解する。

・医療法、歯科医師法、歯科衛生士法の概要が理解できるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、筆記試験を100点満点とする。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

時間外学習
動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権

のある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求め

ること。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

毎回の授業内で、前回の講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う

1
法律の概要

歯科技工士法概説
講義 歯科技工士法の成り立ちと日本の医療システムと歯科技工士業務の関係を理解する。

2 歯科技工士免許 講義
歯科技工士免許の制度について理解する。（この資格も「登録」「変更」「取り消し」「返

納」など、取得後も様々な手続きがあることを理解する。）

歯科医療チームの一員として活躍する為に、歯科医療と歯科医療従事者に関する法律を

用いて理解を深める。

3
歯科技工士国家試験

歯科技工業務
講義

歯科技工士免許を取得するための国家試験ならびに歯科技工士の教務内容について法

律を確認しながら理解する。

4 歯科技工所 講義

卒業後、多くの学生が活躍する場となる「歯科技工所」とはどのような組織なのか、法律と

いう視点から理解する。患者さんが安心して技工物を使う、提供する側のシステムを理解す

る。

8 解説講義 講義 ７回目までの講義の理解度を定期試験を用いて確認し、解説講義を行う

7 １～６まとめ 講義
１～６回目を踏まえ、練習問題を用いて理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を

行い理解度を深める。

6
歯科医療に関するデータ

医療衛生法規

衛生行政

講義 歯科医療を支える、日本の医療や衛生に関する法律の概要を理解する。

5
歯科技工士法の罰則・附則等

歯科医療関係法規
講義



必・選の別 必修

（英） Dental Anatomy - Advanced 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 2 開講区分 前期

教科書 最新歯科技工士教本「口腔・顎顔面解剖学」（医歯薬出版）

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

15 解剖学と有床義歯、解剖学と歯冠修復 講義
エナメル質、象牙質、セメント質、歯根膜・歯槽骨、歯肉、歯髄、組織の

加齢現象についてまとめ講義を通じて、理解を深める。

13 歯の発生（歯冠から歯根と歯の萌出） 講義
歯肉の基本的構造、加齢変化について理解する。また、歯肉を含めて口腔粘膜の

分類を理解する。

14 歯の加齢現象 講義
歯髄の基本的構造、加齢変化について理解する。また、歯髄を含めてこれまで

勉強してきた歯や歯周組織の加齢現象の全体像を復習する。

11 ふりかえりと臨時試験 講義 10回目までの授業の復習と試験形式で行う。臨時試験として実施する。

12 歯の発生（歯胚から歯冠） 講義 歯根膜・歯槽骨の基本的構造、加齢変化について理解する。

9 舌筋・唾液腺 講義 エナメル質の基本的構造、加齢変化について理解する。

10 下顎骨 講義 象牙質の基本的構造、加齢変化について理解する。

7 筋肉の基本情報　口腔 講義 歯根の発生を理解する。

8 表情筋 講義
顎関節・口腔・舌乳頭・舌筋・歯の発生についてまとめ講義を通じて、
理解を深める。

6 歯の鑑別 講義 歯冠の発生、歯根の発生を理解する。

４回目までの授業の復習と試験形式で行う。臨時試験として実施する。

2 歯列・歯の植立 講義
口腔領域の分類（口腔前庭と固有口腔）を理解する。舌の各部名称と舌表面に

みられる特殊粘膜である舌乳頭の種類と特徴を理解する。

3 歯の組織 講義
筋肉の塊である舌を構成する内舌筋と舌の位置を変える外舌筋の種類と働き、

支配神経について理解する。

4 歯周組織 講義 唾液腺の種類と特徴について理解する。

5 ふりかえりと知識確認 講義

・口腔の構造、舌の構造（舌乳頭、舌筋）と役割、唾液腺の種類と特徴を理解できる。

・硬組織、歯周組織の構造と発生由来、歯冠の発生と歯根の発生機構と加齢変化について理解できる。

1 歯の異常 講義 顎関節の構成と特徴、顎関節に関与する筋と下顎運動について理解する。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、臨時試験と定期試験を100点満点とする。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

時間外学習
毎回の授業内で、前回の講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う

授　業　計　画

授業内容

特記事項
動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権

のある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求め

ること。

講義

科目概要
学習の目

的

筋の動きを中心とした口腔機能や歯の発生機構、硬組織及び歯周組織について明示できることを目指す。講師は、受講学生が興味深く学べる
よう、

教科書の内容を適宜、実習や臨床トピックスを交えて授業を展開することを心がけ、学習者のサポートを行います。

研修歴：日本歯科技工士会生涯研修１期修了／2019年インタラクティブティーチングアカデミー修了（東京大学 大学総合教育研究セン

ター）			

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

科目名 歯の解剖学応用 科目責任者 沼田　典子授業回数 15

授業形態

到達目標

・顎関節の構成と特徴、その機能を理解できる。



必・選の別 必修

（英） Stomatognathic Function Science-Advanced 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書 最新歯科技工士教本「顎口腔機能学」（医歯薬出版）

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

沼田　典子

授業形態 講義

科目名 顎口腔機能学応用 授業回数 8 科目責任者

時間外学習
毎回の授業内で、前回の講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う
特記事項

動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権

のある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求め

ること。

科目概要

学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

様々な咬合において咬合関係を理解し、実習授業にその知識を活用できることを目標とする。

到達目標

・下顎の動きが理解できる。

・咬頭嵌合位や偏心位において上下顎の歯の接触を理解できる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、筆記試験を100点満点とする。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

授　業　計　画

授業内容

1
下顎運動に関係する基準点・基準面

咬合に関する平面・下顎位について
講義

・咬合に関する平面を理解する。

・下顎位の名称、特徴を理解する。

2 下顎前後運動・側方運動について 講義
・小テスト（咬合に関する平面・下顎位の名称）を実施する。

・下顎前後運動・側方運動を理解する。

3 下顎限界運動①について 講義
・小テスト（下顎前後運動・側方運動）を実施する。

・下顎限界運動を理解する。

4 下顎限界運動②・機能運動について 講義
・小テスト（下顎限界運動）を実施する。

・ゴシックアーチ・咀嚼サイクルの特徴、嚥下・発音を理解する。

5 歯の接触様式①について 講義

・小テスト（ゴシックアーチ・機能運動）を実施する。

・機能咬頭と非機能咬頭・被蓋関係を理解する。

・歯の接触様式（カスプトゥフォッサ・カスプトゥリッジ）を理解する。

8 まとめ 講義
１回目から７回目までの講義の振り返りを行う。

さらに間違えやすい項目は図や写真を用いて講義を行い理解度を深める。

6 歯の接触様式②・咬合様式について 講義

・小テスト（歯の接触様式）を実施する。

・咬合接触（ＡＢＣコンタクト）、３点接触・機能咬頭の運動方向を理解する。

・機能咬頭の運動方向を理解する。

7
咬合様式

咬合検査と顎機能障害
講義

・小テスト（咬合様式）を実施する。

・咬合様式と咬合干渉を理解する。

・咬合検査、顎機能障害、スプリント療法を理解する。



必・選の別 必修

（英） Training of Stomatognathic Function Science 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書 最新歯科技工士教本「顎口腔機能学」（医歯薬出版）

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

沼田　典子

授業形態 演習

科目名 顎口腔機能学実践 授業回数 8 科目責任者

時間外学習
毎回の授業内で、前回の講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う
特記事項

動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権

のある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求め

ること。

科目概要

学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

様々な咬合において咬合関係を理解し、実習授業にその知識を活用できることを目標とする。講師は、受講学生が興味深く学べるよう、教科書の

内容を適宜、実習や臨床トピックスを交えて授業を展開することを心がけ、学習者のサポートを行います。

到達目標

・フェイスボウの使い方の手順が分かる。

・フェイスボウの使っての咬合器の装着方法が分かる。

・前方・後方の基準点が分かる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、レポートを100点満点とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート　　□　作品

授　業　計　画

授業内容

1 口腔内模型の製作① 演習

台付を行い平行模型を製作する。

平行模型について理解する。

台付するための石膏操作（石膏の硬さ、石膏の盛り方）を習得する。

2 口腔内模型の製作② 演習

トリーマーの操作方法を習得する。

模型の基底面が咬合平面と平行になるよう削る。

ハンドエンジンを使って模型の辺縁を整える。

3 口腔内模型の製作③ 演習

トリーマーの操作方法を習得する。

模型の基底面が咬合平面と平行になるよう削る。

ハンドエンジンを使って模型の辺縁を整える。

4 咬合器の０セッティング 演習 半調節性咬合器の矢状顆路角15度、側方顆路角0度に合わせてセッティングをする。

5
フェイスボウトランスファー①

咬合器装着
演習

フェイスボウトランスファーの使用方法について理解する。

３人１組になってフェイスボウを使って、前方、後方の基準点について理解する。

咬頭嵌合位でチェックバイトを採得することができる。

8 顆路調節 演習

前方チェックバイトを使った矢状顆路角を調整する。

側方顆路角を計算式から算出し、咬合器の側方顆路角を調節する。

咬合器に装着された上下顎模型を運動させ、咬合接触の状態を観察する。

6
フェイスボウトランスファー②

咬合器装着
演習

フェイスボウトを用いて上顎の模型を咬合器に装着する。

フェイスボウを半調節性咬合器に装着方法を習得する。

下顎の口腔内模型を咬頭勘合位で装着する。

7 チェックバイト① 演習 前方咬合位でのチェックバイトを採得する。



必・選の別 必修

（英） Dental Materials Science-AdvancedⅠ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 2 開講区分 前期

教科書 最新歯科技工士教本「歯科理工学」（医歯薬出版）

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

彦根　幸子

授業形態 講義

科目名 歯科理工学応用Ⅰ 授業回数 15 科目責任者

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として大学附属病院での臨床経験を有した教員が、1年次で学んだ歯科材料（金属・レジン・セラミック）ならびに

複合材料の性質や取り扱いについて総合的に捉え、理論に基づいた取り扱いができるようになるための授業を行う。

到達目標 1年次で学んだ歯冠修復物や義歯、矯正装置の製作手順を理解した上で、材料の特性生かした取り扱いができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、筆記試験を100点満点とする。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

時間外学習
毎回の授業内で、前回の講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う
特記事項

動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権

のある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求め

ること。

4
まとめ4 『金属①』
　　　　　　　金属 ・ 金合金

講義
歯科技工に用いられる金属材料全般ならびに金合金について振り返りながら、特性と正しい取

り扱いについて理解を深める。

授　業　計　画

授業内容

1 まとめ1 『模型材（石膏）』 講義
石膏には様々な種類があり、用途に合わせて使い分けをしていく必要がある。

また、取り扱いを誤ると正確な技工物を製作できなくなる。1年次の実習を振り返りながら、特

性と正しい取り扱いについて理解を深める。

2 まとめ2 『印象材』 講義
印象材には様々な種類があり、用途に合わせて使い分けを行う。

また、取り扱いを誤ると変形や寸法変化の原因となり正確な技工物を製作できなくなる。1年

次の実習を振り返りながら、特性と正しい取り扱いについて理解を深める。

3
まとめ3 『レジン①』

　　　　　　　義歯床用レジン
講義

義歯床で使用するレジン（加熱重合・常温重合）は、成分の違いにより製作工程や精度が異な

るためそれぞれの長所・短所を理解した上で製作する必要がある。

全部床義歯の実習内容と照らし合わせながら特性と正しい取り扱いについて理解を深める。

6
まとめ6『歯科材料の性質①』

　　　　　　　機械的性質-1
講義

多くある材料の中で、適切なものを選択するためには材料の性質について理解を深める。

材料試験の種類や評価方法などを学び数値から材料の性質について理解を深める。

5
まとめ5 『金属②』
　　　　　　　銀合金 ・ 非貴金属合金

講義
歯科技工に用いられる銀合金ならびに非貴金属合金について振り返りながら、特性と正しい取

り扱いについて理解を深める。

7
まとめ７『歯科材料の性質②』
　　　　　　　機械的性質-2

講義
多くある材料の中で、適切なものを選択するためには材料の性質について理解を深める。

材料試験の種類や評価方法などを学び数値から材料の性質について理解を深める。

まとめ9 『原型材料（ワックス）』 講義
歯科精密鋳造の原型材料として広く用いられるワックスの組成、性質、ワックスパターンの取り

扱い上の注意、ならびに歯科技工に用いられる各種ワックスについて理解を深める。

8
まとめ8『歯科材料の性質③』

　　　　　　　物理的性質・化学的性質

　　　　　　　生物学的性質

講義
多くある材料の中で、適切なものを選択するためには材料の性質について理解を深める。

材料試験の種類や評価方法などを学び数値から材料の性質について理解を深める。

9

14

15 1～14回まとめ 講義
1～14回目の講義を振り返り、無機材料、有機材料、金属の多岐にわたる歯科材料について

総合的な理解を深める。

まとめ14 『切削・研削・研磨』 講義
製作した技工物が口腔内で適合し機能するために、形態修正（調整）～仕上げまでの工程で

適切な研磨材料を使用し、実習で使用した各種材料を振り返りながら、適切な研磨方法や使

用器材について理解を深める。

12

13

10

11

まとめ12 『歯冠用硬質レジン』

まとめ10

　　『鋳造の基礎』

　　『スプルー・湯溜り・エアベント』

講義
レジン前装冠で使用する硬質レジン（光重合）は、同じレジンの種類でも義歯床用レジンとは成

分や特性が大きく違うため、誤った製作工程により口腔内で離脱する原因となる。レジン前装

冠の実習内容と照らし合わせながら特性と正しい取り扱いについて理解を深める。

まとめ13『陶材（セラミックス）』 講義
セラミック材料は審美歯科材料として現在注目され需要も高まっているが、成分により様々な

種類があり特性も大きく違うため、それぞれの長所・短所を理解した上で製作する必要がある。

歯冠修復技工学の、「陶材焼付金属冠」の授業内容とリンクさせながら理解を深める。

講義
歯科精密鋳造に用いられるロストワックス法の工程と溶融金属の性質、ならびに鋳造原型に取

付けられるスプルー、湯溜り、エアベントの役割について理解を深める。

まとめ11 『埋没材』 講義
鋳造時に使用する埋没材は、使用金属により成分も利用温度も大きく違う。適合の良い鋳造体

を得るためには特性を理解し使い分けしていく必要がある。1年次からの鋳造体験を踏まえ取

り扱いについて理解を深める。



必・選の別 必修

（英） Dental Materials Science-AdvancedⅠ 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書 最新歯科技工士教本「歯科理工学」（医歯薬出版）

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

8 1～7回まとめ 講義
1～7回目の講義を振り返り、国家試験に向けて、練習問題を用いて理解度の確認及び図や写

真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

6 まとめ6 『鋳造機』 『鋳造欠陥①』 講義
溶融した合金を鋳型内に鋳込むための各種鋳造機の特徴について理解を深める。また

1年次からの鋳造体験を踏まえ、鋳造欠陥のメカニズムと防止対策について理解を深める。

7 まとめ7 『鋳造欠陥②』 講義
鋳造欠陥を防止するためには、原因を理解する必要がある。

1年次からの鋳造体験を踏まえ、鋳造欠陥のメカニズムと防止対策について理解を深める。

4 まとめ4 『埋没操作』「鋳型の加熱』 講義
精度の良い鋳造体を得るため、スプルー等を取り付けた原型の埋没操作、鋳型の加熱操作・

加熱スケジュールについて理解を深める。

5 まとめ5 『鋳造用合金』 『合金の融解』 講義
鋳造に用いられる合金の所要性質と種類について、また合金の融解に用いる熱源の種類と利

用温度について理解を深める。

2 まとめ2 『合金の熱処理』『金属の加工』 講義

技工物に必要な機械的性質を得るため合金に施す溶体化処理、時効硬化処理について

理解を深める。また金属の加工が進むにつれ生じる加工硬化と、合金内で起こる結晶の変

化について理解を深める。

3 まとめ3 『金属の接合』　鑞付け・溶接 講義
1年次に行った鑞付けの実習を振り返りながら、別々に製作した金属バーツを接合して技工物

を完成させる方法について、溶接と比較しながら理解を深める。

授　業　計　画

授業内容

1 まとめ1 『新しい加工法』 講義 CAD/CAMをはじめとした新しい材料加工法、技工物の製作方法について理解を深める。

時間外学習
毎回の授業内で、前回の講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う
特記事項

動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権

のある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求め

ること。

科目概要

学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として大学附属病院での臨床経験を有した教員が、卒業後の歯科技工業務を見据え、専門科目の枠を超え総合的に

考えることができるようになるための授業を行う。

到達目標

・専門科目の枠を超え、総合的に考えることができる。

・理解できない点、疑問点を発見し、それを理解することができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、筆記試験を100点満点とする。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

彦根　幸子

授業形態 講義

科目名 歯科理工学応用Ⅱ 授業回数 8 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Denture Techniques-Advanced 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

中台　祐介

授業形態 講義

科目名 有床義歯技工学応用 授業回数 8 科目責任者

科目概要

学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として歯科大学附属病院や歯科技工所での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について

授業を行う。

歯の欠損により生じる口腔内の変化を理解し、有床義歯の重要性について学ぶ。また、全部床義歯および部分床義歯の構成要素、製作手順、

注意点を理解し、それぞれの基本的な考え方を説明できる能力を身につけることを目的とする。

到達目標

・歯が抜けてしまった口腔内の変化を知り、有床義歯の重要性を説明することができる。

・全部床義歯の構成要素、製作に関する手順、注意点を理解し、説明することができる。

・部分床義歯の構成要素、製作に関する手順、注意点を理解し、説明することができる。

授業内容

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、成績評価を受けることができない。

評価は、筆記試験を100点満点とする。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

最新歯科技工士教本　有床義歯技工学　(医歯薬出版)

時間外学習
毎回の授業内で、講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う。
特記事項

動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権

のある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求

めること。

授　業　計　画

1 ケネディーの分類・アイヒナーの分類 講義 多種多様な欠損状態が存在する口腔内の分類方法を理解し、、説明することができる。

2 金属床義歯 講義

金属床義歯とは何かを理解する。

金属床義歯の利点と欠点を説明することができる。

部分床義歯のフレームワーク製作に必要な技工操作を説明することができる。

3 部分床義歯の印象採得に伴う技工操作 講義
口腔内の状況（残存歯と欠損部の状況）による印象採得方法の違いを説明することができ

る。

オルタードキャスト法を説明することができる。

4 オーバーデンチャー 講義
オーバーデンチャーの種類を説明することができる。

オーバーデンチャーの意義・問題点を、説明することができる。

5 義歯修理 講義
義歯の破折・破損の原因を、説明することができる。

義歯の修理方法を説明することができる。

リベース・リラインの方法を説明することができる。

7
その他の有床義歯①

（ノンメタルクラスプデンチャー）
講義

ノンメタルクラスプデンチャーとは何かを説明することができる。

ノンメタルクラスプデンチャーの種類と適応を説明することができる。

ノンメタルクラスプデンチャーの利点・欠点を説明することができる。

6 リベースとリライン 講義

リベース・リラインの目的を説明することができる。

リベースとリラインの違いを説明することができる。

8
その他の有床義歯②

（CAD/CAMシステムによる義歯）
講義

CAD/CAMシステムによる義歯の製作方法を説明することができる。

CAD/CAMシステムによる義歯の製作の種類を説明することができる。

それぞれの製作法の利点と欠点を説明することができる。



必・選の別 必修

（英） Basic　Training　of Complete denture TechniquesⅠ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科　Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

中台　祐介

授業形態 実習

科目名 全部床義歯基礎実習Ⅰ　 授業回数 15 科目責任者

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として歯科大学附属病院や歯科技工所での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識につい

て授業を行う。

無歯顎模型を平均値咬合器へ適切に装着するための手順と注意点を理解し、全部床義歯製作に必要な基礎的技能を身につけることを目的

とする。
また、前歯部および臼歯部における人工歯排列（下顎法）の方法と、その際に求められる製作上の留意点について学び、臨床に応用できる

知識と技術の習得を目的とする。

到達目標

無歯顎模型の平均値咬合器への装着方法、注意点を理解する。

全部床義歯の前歯部、臼歯部人工歯排列方法(下顎法)、製作上の注意点を理解する。

授業内容

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、成績評価を受けることができない。

評価は、実技試験として「作品の評価」を８５点、レポートを１５点、合わせて１００点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート　　■　作品

最新歯科技工士教本　有床義歯技工学　(医歯薬出版)

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこ

と。

特記事項
登校授業においては著作権のある資料も用いるので、講義及び提示資料の

写真撮影及び録音録画には許可を求めること。

授　業　計　画

1
スプリットキャスト形成〔402U〕
咬合器装着〔402U模型〕

実習
スプリットキャストの形成方法、注意点を踏まえ模型処理を行なう。
咬合平面板を用いた咬合器装着法を習得する。

2
スプリットキャスト形成〔402U〕

咬合器装着〔402U模型〕
実習

スプリットキャストの形成方法、注意点を踏まえ模型処理を行なう。

咬合平面板を用いた咬合器装着法を習得する。

3
咬合採得〔蝋堤調整〕
上顎模型咬合器装着〔402U〕

スプリットキャスト形成〔402L〕

実習
咬合採得法の意味、調整法について理解する。

咬合平面板を用いた咬合器装着法を習得する。

4
下顎模型咬合器装着〔402L〕
排列トレーニング〔上顎前歯部〕

実習
咬合平面板を用いた咬合器装着法を習得する。
下顎法での上顎前歯部排列について注意点を踏まえ人工歯排列を行う。

7 排列トレーニング〔下顎前歯部〕 実習 下顎法の下顎前歯部排列基準、排列方法、注意点を踏まえ人工歯排列を行う。

6 上顎前歯部排列 実習 下顎法の上顎前歯部排列基準、排列方法、注意点を踏まえ人工歯排列を行う。

5 排列トレーニング〔上顎前歯部〕 実習 下顎法の上顎前歯部排列基準、排列方法、注意点を踏まえ人工歯排列を行う。

8 下顎前歯部排列 実習 下顎法の下顎前歯部排列基準、排列方法、注意点を踏まえ人工歯排列を行う。

9 上下顎前歯部排列　完成 実習 下顎法の上下顎前歯部排列基準、排列方法、注意点を踏まえ人工歯排列を行う。

10
排列トレーニング

〔下顎右側臼歯部〕
実習 下顎法の下顎臼歯部排列基準、排列方法、注意点を踏まえ人工歯排列を行う。

11 下顎右側臼歯部排列 実習 下顎法の下顎臼歯部排列基準、排列方法、注意点を踏まえ人工歯排列を行う。

12 下顎左側臼歯部排列 実習 下顎法の下顎臼歯部排列基準、排列方法、注意点を踏まえ人工歯排列を行う。

15 人工歯排列　完成 実習 下顎法の人工歯排列基準、排列方法、注意点を踏まえ人工歯排列を行い完成させる。

13 上顎右側臼歯部排列 実習 下顎法の上顎臼歯部排列基準、排列方法、注意点を踏まえ人工歯排列を行う。

14 上顎左側臼歯部排列 実習 下顎法の上顎臼歯部排列基準、排列方法、注意点を踏まえ人工歯排列を行う。



必・選の別 必修

（英） Basic　Training　of Complete denture TechniquesⅡ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科　Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

中台　祐介

授業形態 実習

科目名 全部床義歯基礎実習Ⅱ 授業回数 15 科目責任者

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として歯科大学附属病院や歯科技工所での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識につい
て授業を行う。

全部床義歯製作における基礎的かつ重要な工程について理解を深めることを目的とする。

また、歯肉形成の方法とその際に求められる注意点、および フラスコ埋没から流蝋に至る一連の操作手順と留意点を体系的に学習する。

これらの知識と技術の習得を通して、臨床で求められる精度の高い全部床義歯製作の基盤を身につける。

到達目標

全部床義歯の歯肉形成方法、注意点を理解する。

全部床義歯のフラスコ埋没から流蝋までの流れ、注意点を理解する。

授業内容

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、成績評価を受けることができない。

評価は、実技試験として「作品の評価」を８５点、レポートを１５点、合わせて１００点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート　　■　作品

最新歯科技工士教本　有床義歯技工学　(医歯薬出版)

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこ

と。

特記事項
登校授業においては著作権のある資料も用いるので、講義及び提示資料の

写真撮影及び録音録画には許可を求めること。

授　業　計　画

1
歯肉形成〔下顎右側頰側部〕
＊デモと一緒に

実習
歯肉形成の方法、注意点を踏まえ歯肉形成を行う。
下顎臼歯部頬側の歯肉形成を習得する。

2
歯肉形成〔下顎左側頰側部〕

＊Ｓｔｅｐチェック
実習

歯肉形成の方法、注意点を踏まえ歯肉形成を行う。

下顎臼歯部頬側の歯肉形成を習得する。

3
歯肉形成〔上顎両側頰側部〕

＊デモ & Ｓｔｅｐチェック
実習

歯肉形成の方法、注意点を踏まえ歯肉形成を行う。

上顎臼歯部頬側の歯肉形成を習得する。

4
歯肉形成〔上顎唇側部〕
＊デモ & Ｓｔｅｐチェック

実習
歯肉形成の方法、注意点を踏まえ歯肉形成を行う。
上顎唇側部の歯肉形成を習得する。

7
歯肉形成〔下顎前歯部舌側〕
＊デモ & Ｓｔｅｐチェック

実習
歯肉形成の方法、注意点を踏まえ歯肉形成を行う。
下顎前歯部舌側の歯肉形成を習得する。

6
歯肉形成〔上顎前歯部舌側〕

＊デモ & Ｓｔｅｐチェック
実習

歯肉形成の方法、注意点を踏まえ歯肉形成を行う。

上顎前歯部舌側、Ｓ字状隆起の歯肉形成を習得する。

5
歯肉形成〔下顎唇側部〕
＊デモ & Ｓｔｅｐチェック

実習
歯肉形成の方法、注意点を踏まえ歯肉形成を行う。
下顎唇側の歯肉形成を習得する。

8
歯肉形成〔上下顎臼歯部舌側〕
＊デモ & Ｓｔｅｐチェック

実習
歯肉形成の方法、注意点を踏まえ歯肉形成を行う。
臼歯部舌側の歯肉形成を習得する。

9
口蓋ヒダの形成

＊デモ & Ｓｔｅｐチェック
実習

歯肉形成の方法、注意点を踏まえ歯肉形成を行う。

口蓋ヒダの形態を踏まえ上顎前歯部舌側の歯肉形成を習得する。

10 歯肉形成仕上げ完成 実習 歯肉形成の方法、注意点を踏まえ歯肉形成を完成させる。

11 上顎蠟義歯 ： 埋没準備 ～ 一次埋没 実習
フラスコ埋没の方法、注意点を踏まえ埋没操作を行う。

埋没準備～一次埋没までのフラスコ埋没操作を習得する。

12
上顎蠟義歯 ： 遁路（スピルウェイ）の付

与 〜 二次埋没
実習

フラスコ埋没の方法、注意点を踏まえ埋没操作を行う。

遁路（スピルウェイ）の付与～二次埋没操作を習得する。

15 流　蝋　① 実習 フラスコ埋没の流蝋の方法、注意点を踏まえ流蝋操作を行う。

13 上顎蠟義歯 ： 二次埋没 〜 三次埋没 実習
フラスコ埋没の方法、注意点を踏まえ埋没操作を行う。

三次埋没までのフラスコ埋没操作を習得する。

14 上顎蠟義歯 ： 埋没　完了 実習 フラスコ埋没の方法、注意点を踏まえフラスコ埋没を完成させる。



必・選の別 必修

（英） Basic　Training　of Complete denture TechniquesⅢ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科　Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

中台　祐介

授業形態 実習

科目名 全部床義歯基礎実習Ⅲ　 授業回数 15 科目責任者

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として歯科大学附属病院や歯科技工所での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識につい

て授業を行う。

全部床義歯の製作工程について流蝋から重合、掘り出し、削合、研磨に至るまでの一連の操作について、その手順・方法・使用器材・作業上
の注意点を理解し、臨床で求められる精度と安全性を備えた義歯製作の基礎技術を身につけることを目的とする。

到達目標 全部床義歯の流蝋～重合、掘り出し、削合、研磨の方法、注意点を理解できる。

授業内容

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、成績評価を受けることができない。

評価は、実技試験として「作品の評価」を８５点、レポートを１５点、合わせて１００点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート　　■　作品

最新歯科技工士教本　有床義歯技工学　(医歯薬出版)

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこ

と。

特記事項
登校授業においては著作権のある資料も用いるので、講義及び提示資料の

写真撮影及び録音録画には許可を求めること。

授　業　計　画

1 流　蝋　② 実習 フラスコ埋没の流蝋の方法、注意点を踏まえ流蝋操作を行う。

2 流　蝋　③ 実習 フラスコ埋没の流蝋の方法、注意点を踏まえ流蝋操作を行う。

3 レジン填入～重合　① 実習 加熱重合レジンの取り扱い方法、注意点を踏まえレジン塡入操作を行う。

4 レジン填入～重合　② 実習 加熱重合レジンの取り扱い方法、注意点を踏まえレジン塡入操作を行う。

7
削　合　①
〔選択削合〕

実習 選択削合の方法、注意点を踏まえ人工歯削合を行う。

6 掘り出し～咬合器再装着 実習
掘り出しの方法、注意点を踏まえ義歯の掘り出し操作を行う。

咬合器再装着の方法、注意点を踏まえ咬合器再装着を行う。

5 レジン填入～重合　③ 実習 加熱重合レジンの取り扱い方法、注意点を踏まえレジン塡入操作を行う。

8
削　合　②
〔選択削合～自動削合〕

実習
選択削合の方法、注意点を踏まえ人工歯削合を行う。
自動削合の方法、注意点を踏まえ人工歯削合を行う。

9
削　合　③

〔自動削合〜人工歯形態修正〕
実習

自動削合の方法、注意点を踏まえ人工歯削合を行う。

人工歯形態修正の方法、注意点を踏まえ人工歯形態修正を行う。

10
義歯床形態修正〜粗研磨

〔義歯床床縁の調整〕
実習

粗研磨の方法、注意点を踏まえ形態修正を行う。

義歯床床縁の調整方法、注意点について理解する。

11 中研磨　① 実習 中研磨の方法、注意点について理解する。

12 中研磨　② 実習 中研磨の方法、注意点について理解する。

15 研磨　完成 実習
研磨の方法、注意点について理解する。

全部床義歯の研磨面の形態について理解する。

13
仕上げ研磨　①

〔レーズ研磨〕
実習

仕上げ研磨の方法、注意点について理解する。

レーズの取り扱い方法、注意点について理解する。

14
仕上げ研磨　②

〔レーズ研磨〕
実習

仕上げ研磨の方法、注意点について理解する。

レーズの取り扱い方法、注意点について理解する。



必・選の別 必修

（英）  Restorative Dentistry Advanced 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

　

陶材焼付金属冠①

　

　

陶材焼付金属冠②

　

君塚　友見

授業形態 講義

科目名 歯冠修復技工学応用 授業回数 8 科目責任者

最新歯科技工士教本「歯冠修復技工学」（医歯薬出版）

科目概要

学習の目

的

到達目標

・陶材焼付金属冠の特徴について理解することができる。

・陶材焼付金属冠とレジン前装冠の違いについて理解することができる。

・インプラントやCAD/CAMについて特徴や構造について理解することができる。

海外留学経験があり、国内歯科技工所での臨床経験を有した教員が、歯冠修復における考え方や審美的な修復物について臨床事例と関連付け

て製作に必要な知識や技術使用材料、修復物製作についてより理解度を深めることを目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、筆記試験を100点満点とする。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

講義
・陶材焼付金属冠メタルフレームの表面処理について理解する。

・オペーク陶材の目的を理解する。

1 講義

時間外学習
毎回の授業内で、前回の講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う
特記事項

動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権

のある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求め

ること。

授　業　計　画

授業内容

・陶材焼付金属冠の概要と特徴を理解する。

・陶材焼付金属冠のフレーム形態を理解する。

・ディギャッシングの目的・方法、オペークの目的を理解する。

2 講義
・陶材築盛からグレーズまでの目的について理解する。

・陶材焼付金属冠とレジン前装冠の利点・欠点について理解する。

3 陶材焼付金属冠③

6 修復材料について② 講義

4
色調選択
（シェードマッチング、シェードテイキング）

ろう付け法について
講義

・色調選択の注意点を理解する。

・ろう付け法について（前ろう付け法・後ろう付け法）

5 修復材料について① 講義
・歯科用合金の所要性質、タイプ別金合金について理解する。

・歯科用陶材の組成、各成分とその役割・特徴について理解する。

・クラックの原因、コンデンスの目的、コンデンス法の種類について理解する。

・ジャケットクラウンの特徴、製作法について理解する。

１回目から７回目までの講義の振り返りを行うことで、重要項目については　図や写真

を用いて理解度を深める。

7
CAD/CAMシステムについて

インプラントについて
講義

・CAD/CAMシステムの構成、利点と欠点について理解する。

・使用される材料、加工装置ついて理解する。

・インプラントの概要、特徴について理解する。

・上部構造製作時の注意点について理解する。

8 まとめ 講義



必・選の別 必修

（英） Advanced Training of Restorative DentistryⅠ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

君塚　友見

授業形態 実習

科目名 歯冠修復応用実習Ⅰ 授業回数 15 科目責任者

科目概要
学習の目

的

到達目標

・歯列に調和した（豊隆、咬合接触、隣接面接触など）クラウンを製作方法を習得する。

・咬頭の運動路を理解した蝋型の製作を習得する。

・レジンの操作手順を理解し、レジン前装冠として完成させることができる。

海外留学経験があり、国内歯科技工所での臨床経験を有した教員が、審美的歯冠修復物製作、臨床的模型実習において臨床事例と関連付け

て修復物製作時に必要な考え方や知識、技術について関連付けて実習を行うことを目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

授業内容

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実習作品および実習試験を行った場合には提出作品にて成績評価とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品（実技試験）　　　□　論文　　　□　レポート

最新歯科技工士教本「歯冠修復技工学」（医歯薬出版）

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

配布プリントはファイルに綴じ、実習時に必ず持参すること。欠席や実習の遅

れは、教員の指示を仰ぐこと。

授　業　計　画

1 実習 ・レジン前装冠の蝋型採得について窓開け作業を習得する。

2 実習 ・レジン前装冠の蝋型採得について窓開け作業を完成させることができる。

レジン前装冠　蝋型採得
（窓あけ）

レジン前装冠　蝋型採得完成
（窓あけ）

3
レジン前装冠　蝋型採得
（維持装置付与）

実習 ・レジン前装冠蝋型に維持装置を付与する方法を習得する。

4 レジン前装冠　蝋型採得完成 実習 ・レジン前装冠の蝋型採得について維持装置の付与、埋没方法を習得する。

7 レジン前装冠鋳造～割り出し 実習 ・レジン前装冠の蝋型において埋没作業、鋳造方法、割り出し時の注意点について習得する。

6
レジン前装冠埋没～鋳造②
臨床複模型実習石膏注入

実習 ・レジン前装冠の蝋型において埋没作業、鋳造方法を習得する。

5
レジン前装冠埋没～鋳造①
臨床複模型実習石膏注入

実習 ・レジン前装冠の蝋型において埋没作業、鋳造方法を習得する。

8 鋳造体の適合、荒研磨 実習 ・割り出しした鋳造体を歯型へ適合させる方法とレジン築盛前の研磨作業を習得する。

9
レジン築盛①
（オペークレジン）

実習 ・オペークレジンの特徴、目的について理解し、築盛方法を習得する。

10
レジン築盛②
（オペークレジン・デンティン色レジン）

実習
・オペークレジンの特徴、目的について理解し、築盛方法を習得する。

・デンティン色レジンの築盛方法を習得する。

実習
・デンティン色レジンの築盛方法を習得する。

・エナメル色レジンの築盛方法を習得する。
11

レジン築盛③
（デンティン色レジン、エナメル色レジン）

形態修正③　完成
・歯冠形態の修正を完成させる。

･金属部分の研磨を完成させる。

12
レジン築盛④（エナメル色レジン）

形態修正
実習

・エナメル色レジンの築盛方法を習得する。

・形態修正の方法について習得する。

15

形態修正②

実習

・歯冠形態の修正方法を習得する。

・歯冠形態の修正を完成させる。

13 形態修正① 実習 ・歯冠形態の修正方法を習得する。

14 実習



必・選の別 必修

（英） Advanced Training of Restorative DentistryⅡ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

君塚　友見

授業形態 実習

科目名 歯冠修復応用実習Ⅱ 授業回数 15 科目責任者

科目概要
学習の目

的

到達目標

・歯列に調和した（豊隆、咬合接触、隣接面接触など）全部被覆冠の製作を習得する。

・咬頭の運動路を理解した蝋型の製作を習得する。

・臨床的な模型実習を通じて臨床的鑑定を習得することができる。

海外留学経験があり、国内歯科技工所での臨床経験を有した教員が、審美的歯冠修復物製作、臨床的模型実習において臨床事例と関連付け

て修復物製作時に必要な考え方や知識、技術について関連付けて実習を行うことを目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

授業内容

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実習作品および実習試験を行った場合には提出作品にて成績評価とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品（実技試験）　　　□　論文　　　□　レポート

最新歯科技工士教本「歯冠修復技工学」（医歯薬出版）

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

配布プリントはファイルに綴じ、実習時に必ず持参すること。欠席や実習の遅

れは、教員の指示を仰ぐこと。

授　業　計　画

1
臨床複模型実習
（作業用模型製作）

実習 ・臨床複模型を用いて作業用模型の製作を習得する。

2
臨床複模型実習
（作業用模型製作・咬合器装着）

実習
・臨床複模型を用いて作業用模型の製作を習得する。

・製作した作業用模型を用いて臨床的な咬合器装着を習得する。

3
臨床複模型実習①
（咬合器装着・蝋型採得）

実習
・製作した作業用模型を用いて臨床的な咬合器装着を習得する。

・咬合器装着した模型を用いて臨床的な蝋型採得を習得する。

4
臨床複模型実習②
（咬合器装着・蝋型採得）

実習
・製作した作業用模型を用いて臨床的な咬合器装着を習得する。

・咬合器装着した模型を用いて臨床的な蝋型採得を習得する。

7
臨床複模型実習
（臼歯部メタルコアの蝋型採得）

実習
・メタルコアの製作手順を習得する。

・メタルコアのポスト採得方法を習得する。・臼歯部メタルコアの蝋型採得方法を習得する。

6
臨床複模型実習
（臼歯部メタルコアの蝋型採得）

実習
・メタルコアの製作手順を習得する。

・メタルコアのポスト採得方法を習得する。・臼歯部メタルコアの蝋型採得方法を習得する。

5
臨床複模型実習
（蝋型採得）

実習
・製作した作業用模型を用いて臨床的な咬合器装着を習得する。

・咬合器装着した模型を用いて臨床的な蝋型採得を習得する。

8
臨床複模型実習
（前歯部メタルコアの蝋型採得）

実習
・メタルコアの製作手順を習得する。

・メタルコアのポスト採得方法を習得する。・臼歯部メタルコアの蝋型採得方法を習得する。

9
臨床複模型実習
（前歯部メタルコアの蝋型採得）

実習
・メタルコアの製作手順を習得する。

・メタルコアのポスト採得方法を習得する。・臼歯部メタルコアの蝋型採得方法を習得する。

10
臨床複模型実習
（スプルー植立～埋没）

実習
・クラウン、メタルコアを製作する。

・スプルー植立～埋没までの製作手順を習得する。

11
臨床複模型実習
（スプルー植立～埋没）

実習
・クラウン、メタルコアを製作する。

・スプルー植立～埋没までの製作手順を習得する。

12
臨床複模型実習
（蝋型採得）

実習 ・咬合器装着した模型を用いて臨床的な蝋型採得を習得する。

15 完成・提出 実習 クラウン（全部金属冠・レジン前装冠）、メタルコアを完成させ提出する。

13
臨床複模型実習
（鋳造～歯型への適合）

実習
・クラウン、メタルコアを製作する。

・鋳造～クラウンの適合までの製作手順を習得する。

14
臨床複模型実習
（研磨・軸面調整）

実習
・クラウン、メタルコアを製作する。

・クラウンの研磨、メタルコアの軸面調整までの製作手順を習得する。



必・選の別 必修

（英） Particular Theories of Orthodontics 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科　Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書 最新歯科技工士教本「顎口腔機能学」（医歯薬出版）

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

河合　良太 ・ 深川　真希
中台　祐介

授業形態 講義

科目名 矯正歯科技工学各論 授業回数 8 科目責任者

時間外学習
毎回の授業内で、講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う。
特記事項

動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権

のある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求

めること。

科目概要

学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科医師として歯科大学附属病院で臨床経験を有する講師と、歯科技工士として歯科大学附属病院での臨床経験を有する教員が講義を行

う。

各種不正咬合の治療に用いられる主要な矯正装置について、その役割・基本構造・製作手順を体系的に学ぶ。

装置の適応症や実際の使用方法への理解を深め、装置の種類を適切に分類し説明できる能力を養うことを目的とする。

到達目標

各種不正咬合の治療の為の主要な矯正装置の役割や製作手順を説明することができる。

各種装置の基本構造と製作手順、実際の使用方法や適応症について理解を深め分類することができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、成績評価を受けることができない。

評価は、筆記試験を100点満点とする。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

授　業　計　画

授業内容

1
オリエンテーション

矯正歯科技工学総論の復習
講義

矯正歯科技工学概論を振り返り、各種矯正装置を学ぶために必要な基礎知識について

振り返りを行う。

2 矯正歯科技工器具と機器・機材 講義 矯正装置製作に使用する器具・器機・機材を説明することができる。

3 矯正装置　Ⅰ　（矯正装置の基本条件） 講義 矯正装置製作にあたり装置の基本条件を説明することができる。

4 矯正装置　Ⅱ　（各種動的矯正装置） 講義 矯正装置のうち動的矯正装置の構成・製作方法を説明することができる。

5 矯正装置　Ⅲ　（各種保定装置） 講義 矯正装置のうち保定装置の構成・製作方法を説明することができる。

8 解説講義 講義 ７回目までの講義の理解度を定期試験を用いて確認し、試験後の解説を行う。

6 まとめ講義　Ⅰ 講義 ２～５回の授業を振り返り、矯正装置について構成・製作方法を分類することができる。

7 まとめ講義　Ⅱ 講義 ２～５回の授業を振り返り、矯正装置について構成・製作方法を分類することができる。



必・選の別 必修

（英） Particular Theories of Pedodontics 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書 最新歯科技工士教本「顎口腔機能学」（医歯薬出版）

参考図書 別途授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

沼田　典子

授業形態 講義

科目名 小児歯科技工学各論 授業回数 8 科目責任者

時間外学習
毎回の授業内で、前回の講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う
特記事項

動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権

のある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求め

ること。

科目概要

学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

小児特有の口腔環境に適応した歯冠修復、咬合誘導、および口腔習癖改善に関する専門的知識とそれに関する歯科技工の技工を習得を目指

す。

講師は、受講学生が興味深く学べるよう、教科書の内容を適宜、実習や臨床トピックスを交えて授業を展開することを心がけ、学習者のサポートを

行います。

研修歴：日本歯科技工士会生涯研修１期修了／2019年インタラクティブティーチングアカデミー修了（東京大学 大学総合教育研究センター）

到達目標

・小児歯科で用いられる歯冠修復物の目的と成人の歯冠修復物のそれとの具体的な相違点について習得する。

・各種咬合誘導装置について、装置の構成と理論および、各種装置の製作手順を習得する。

・代表的な口腔習癖及びそれらの口腔習癖をやめさせる装置について、装置の構成と使用効果及び製作方法について習得する。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、成績評価を受けることができない。

評価は、筆記試験を100点満点とする。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

授　業　計　画

授業内容

1 小児の歯冠修復 講義

小児期における歯冠修復の特徴および歯冠修復物の種類を理解する。

関連事項：乳歯の特徴、歯の組織

国家試験出題基準３を扱う

2 小児の咬合誘導 講義

咬合誘導の目的と種類、「保隙」の意義と目的および保隙装置の分類について、理解す

る。

関連事項：歯の萌出順序

国家試験出題基準４A～Bを扱う

3 「なぜでるか？」保隙装置 講義

主な保隙装置の目的と装置の構成について理解する。

関連事項：ヘルマンの歯年齢、ターミナルプレーン

国家試験出題基準４Cを扱う

4 スペースリゲーナー 講義

スペースリゲーナーの目的と装置の構成について理解する。

関連事項：ヘルマンの歯年齢、みにくいあひるの子の時代、永久歯の萌出

国家試験出題基準４Dを扱う

5 口腔習癖除去装置 講義

口腔習癖除去装置の目的と装置の構成について理解する。

関連事項：ヘルマンの歯年齢、永久歯の萌出

国家試験出題基準４Eを扱う

8 試験解説 講義 試験問題の解答および解説を通じて、知識の再構築を行う。

6 咬合誘導装置に用いる維持装置 講義

咬合誘導装置に用いる維持装置について理解する。

関連事項：矯正装置の構成、歯周組織

国家試験出題基準４Fを扱う

7
まとめ～医療従事者国試問題用いた演習

～
講義

各講義で紹介した「関連事項」も含めて、知識の理解度を確認する。

関連事項：小児歯科技工学総論、矯正歯科技工学、歯と歯周組織

国家試験出題基準　全範囲を扱う



必・選の別 必修

（英） Practical Training of Pedodontics 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

チューブの下縁と第二小臼歯歯頸部の高さを参考に屈曲を行う。

鑞付けを考えた、正しい切断を理解する。

チューブの下縁と第二小臼歯歯頸部の高さを参考に屈曲を行う。

鑞付けを考えた、正しい切断を理解する。

正しい鑞着方向と鑞着量で仕上げを行う。

接合部模型の粘膜面に小豆大の窪みを製作する。

アンチフラックスの処理を行う。

研磨作業を行い、クラウンループを完成させる。

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

大手の矯正歯科技工所に勤務し技術を磨き、現在は矯正歯科技工所を経営して豊富な実務経験を有する講師が、装置製作に必要な４つの操

作ができるようになるために、各種矯正装置の役割や分類、構造、製作方法の知識と技術を習得する。

到達目標

科目名 小児歯科技工実習 授業回数 15 科目責任者 西山　輝

授業形態 実習

各種主要な矯正装置製作の技術である矯正線の屈曲法、自在ロー着技法、舌側弧線装置、ホーレーの保定装置の製作を行い、役割や製作手

順について必要な理論と技術を理解し、自力で製作できるように、ステップや注意点を確認しながら進められる力を習得する。

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

配布プリントはファイルに綴じ、実習時に必ず持参すること。欠席や実習の遅

れは、教員の指示を仰ぐこと。

最新歯科技工士教本「矯正歯科技工学」（医歯薬出版）、　「オリジナル実習帳」

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は「作品の評価」を１００点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート　　■　作品

歯頸部寄りにＳＴロックを正しい位置に鑞着を行う。

アンチフラックスの処理を行う。

授　業　計　画

授業内容

1 STロック鑞着 実習

歯頸部寄りにＳＴロックを正しい位置に鑞着を行う。

アンチフラックスの処理を行う。

適切な鑞着量を理解する。

2 STロック鑞着 実習

3 主線の屈曲 実習

4 主線の屈曲～脚部の屈曲① 実習

5 主線の屈曲～脚部の屈曲② 実習

6 主線と脚部の鑞付け 実習

7 補助弾線の屈曲・鑞付け① 実習

焼きなまされないよう、処理する。

15 クラウンループ保隙装置の製作 実習

12 クラウンループ保隙装置の製作 実習

13 クラウンループ保隙装置の製作 実習

乳歯用既製金属冠の調整を行う。

矯正用ワイヤーの屈曲を行う。

8 補助弾線の屈曲・鑞付け② 実習

9 装置の研磨・完成 実習

補助弾線の設計を行う。

歯面に沿った鑞付けを行う。

10 保隙装置の模型製作 実習

11 保隙装置の模型製作 実習

14 クラウンループ保隙装置の製作 実習

矯正用ワイヤーの屈曲を行う。

矯正用ワイヤーの屈曲を行う。

模型の調整を行う。

適切な鑞着量を追加する。

手指で屈曲を行う。

細部はアダムスのプライヤーで調整を行う

脚部の屈曲を終えてから主線の切断を行う。

補助弾線の設計を行う。

歯面に沿った鑞付けを行う。

焼きなまされないよう、処理する。

研磨を行う。

補助弾線の屈曲を行う。

模型製作を行う。

ポートフォリオの記入を行う。

自在ロウ着の準備を行う。

矯正用ワイヤーと金属冠を自在ロウ着する。



必・選の別 必修

（英） Comprehensive Training of　Dental Carving I 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

沼田　典子

授業形態 実習

科目名 歯型彫刻総合Ⅰ 授業回数 15 科目責任者

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

天然歯の解剖学的形態（外形・主溝）の深い理解に基づき、規定時間内に正確な歯冠形態を創出するための、高度な精神運動的技能（知識と

技術の統合）と形態認識力を養う。

講師は、受講学生が興味深く学べるよう、教科書の内容を適宜、実習や臨床トピックスを交えて授業を展開することを心がけ、学習者のサポート

を行います。
研修歴：日本歯科技工士会生涯研修１期修了／2019年インタラクティブティーチングアカデミー修了（東京大学 大学総合教育研究セン

ター）

到達目標

・歯型彫刻については見本模型を用いず４０分以内に指定した歯種の外形と主溝を再現することができる。

・歯のデッサンについては、見本模型を用いず２０分以内に指定した歯種についての５面の線画（外形と主溝）を描記できる。

授業内容

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

作品（各評価の平均値）８０点、レポート２０点で評価する。提出物の期限は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

最新歯科技工士教本「矯正歯科技工学」（医歯薬出版）、　「オリジナル実習帳」

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

配布プリントはファイルに綴じ、実習時に必ず持参すること。欠席や実習の遅

れは、教員の指示を仰ぐこと。

授　業　計　画

1
春期課題の作品フィードバックを通じて
技術を自分で上達させるコツに挑戦する

実習

春季課題の作品をルーブリック評価表を用いて、現状と今後の目標を設定する。

作品修正１本目と２本目を行う。スケジュールの確認及び科目の評価方法について確認

する。

2
春期課題の作品フィードバックを通じて

技術を自分で上達させるコツに挑戦する
実習

春季課題の作品をルーブリック評価表を用いて、現状と今後の目標を設定する。

作品修正１本目と２本目を行う。

3
上顎第一大臼歯面取り彫刻

上顎第一小臼歯彫刻仕上げ
実習

上顎第一大臼歯の面取り彫刻をステップごとに作成していく、その間に上顎第一小臼歯

の修正、完成提出

4
上顎第一大臼歯面取り彫刻
Step模型作成

実習
上顎第一大臼歯の面取り彫刻をステップごとに作成

7
上顎中切歯面取り彫刻②
歯型デッサン

実習
前回の彫刻確認の続き（40分）⇒修正可
上顎中切歯の面取り彫刻を実施（45分）

6
上顎中切歯面取り彫刻①

上顎第一大臼歯模型製作
実習

上顎中切歯の面取り彫刻を実施（45分）⇒講師の確認を受ける

上顎第一大臼歯模型製作

5 上顎第一大臼歯仕上げ彫刻 実習 上顎第一大臼歯の面取り彫刻のステップ模型と仕上げ彫刻を１本完成させる。

8
上顎中切歯面取り彫刻③
歯型デッサン

実習
前回の彫刻確認の続き（40分）⇒修正可
上顎中切歯の面取り彫刻を実施（40分）

9
上顎中切歯面取り彫刻④

歯型デッサン
実習

上顎中切歯の仕上げ完成までの彫刻を実施する。（40分）

講師の確認、修正実施。

10
上顎中切歯面取り彫刻⑤

歯型デッサン
実習

上顎中切歯の仕上げ完成までの彫刻を実施する。（35分）

講師の確認、修正実施。

11 上顎第一大臼歯仕上げ彫刻完成 実習 上顎第一大臼歯の彫刻を仕上げ完成まで45分間で実施する。

12 合同実習へ向けての予行練習 実習 １年生への彫刻指導法について、相手が理解しやすい伝え方について理解する。

15 試験形式での歯型彫刻 実習
見本模型なしで歯型彫刻（デッサン含む）を実施。完成後に見本模型と見比べて確認、

修正後、注意点を守って仕上げ完成させることができるようになる。

13 歯型彫刻合同実習 実習
１年生との合同実習を通じることで自身の状況を把握と更なるレベルアップできるように

する。

14 歯型彫刻コンテスト対策 実習 コンテストに向けて自身の状況把握と今まで習得してきた技術について理解を深める。



必・選の別 必修

（英） Training of 　Dental TechnologyⅢ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

君塚　友見

授業形態 実習

科目名 歯科技工実習総合Ⅲ 授業回数 15 科目責任者

科目概要
学習の目

的

到達目標

限られた時間内に、模型製作、咬合器装着を習得することができる。

決められた時間内に指定された実習作品を完成させることができる。

海外留学経験があり、国内歯科技工所での臨床経験を有した教員が、臨床的観点を踏まえて修復物製作時に必要なスピードや考え方、ポイン

トについて実習を行うことを目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

授業内容

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実習作品および実習試験を行った場合には提出作品にて成績評価とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品（実技試験）　　　□　論文　　　□　レポート

最新歯科技工士教本「矯正歯科技工学」（医歯薬出版）、　「オリジナル実習帳」

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

配布プリントはファイルに綴じ、実習時に必ず持参すること。欠席や実習の遅

れは、教員の指示を仰ぐこと。

授　業　計　画

1
全技協ワックスアップ模型製作
（模型製作練習①）

実習
歯型可撤式模型の製作方法を理解する。
模型のトリミングを行う。

2
全技協ワックスアップ模型製作

（模型製作練習②）
実習

歯型可撤式模型の製作方法を理解する。

模型のトリミングを行う。

3
全技協ワックスアップ模型製作

（模型製作練習③）
実習

歯型可撤式模型の製作方法を理解する。

ダウエルピンの植立を行う。

4
全技協ワックスアップ模型製作
（模型製作練習④）

実習
歯型可撤式模型の製作方法を理解する。
回転防止溝を付与する。

7
全技協ワックスアップ模型製作
（模型製作練習⑦）

実習
歯型可撤式模型の製作方法を理解する。
分割した次第歯のトリミングを行う。

6
全技協ワックスアップ模型製作

（模型製作練習⑥）
実習

歯型可撤式模型の製作方法を理解する。

イトノコギリを使用し歯型の分割を行う。

5
全技協ワックスアップ模型製作
（模型製作練習⑤）

実習
歯型可撤式模型の製作方法を理解する。
二次石膏注入を行う。

8 全技協ワックスアップ模型製作 実習 模型製作練習をもとに全技協認定試験用の作業用模型を製作する。

9 全技協ワックスアップ模型製作 実習 模型製作練習をもとに全技協認定試験用の作業用模型を製作する。

10 全技協ワックスアップ模型製作 実習 模型製作練習をもとに全技協認定試験用の作業用模型を製作する。

11 全技協ワックスアップ模型製作 実習 模型製作練習をもとに全技協認定試験用の作業用模型を製作する。

12 全技協ワックスアップ模型製作 実習 模型製作練習をもとに全技協認定試験用の作業用模型を製作する。

15 全技協ワックスアップ模型製作 実習 模型製作練習をもとに全技協認定試験用の作業用模型を製作する。

13 全技協ワックスアップ模型製作 実習 模型製作練習をもとに全技協認定試験用の作業用模型を製作する。

14 全技協ワックスアップ模型製作 実習 模型製作練習をもとに全技協認定試験用の作業用模型を製作する。



必・選の別 必修

（英） Dental Technology - ComprehensiveⅠ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 2 開講区分 前期

教科書 新歯科技工士教本（８科目）(医歯薬出版)

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

君塚　友見　　他

授業形態 講義

科目名 総合歯科技工学Ⅰ 授業回数 15 科目責任者

科目概要
学習の目

的

到達目標

・専門科目の枠を超え、総合的に考えることができる。

・理解できない点、疑問点を発見し、それを理解することができる。

・試験内容は、知識に対する総合的な理解を確認する。マークシート方式で出題する。

臨床経験を有した教員が、歯冠修復技工学、有床義歯技工学、歯の解剖学、歯科理工学において歯科技工士になるために必要な

知識をより深く理解していくことを目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

授業内容

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、第一回模擬試験の成績で評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

時間外学習
毎回の授業内で、前回の講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う
特記事項

動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権

のある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求め

ること。

授　業　計　画

1 国家試験対策オリエンテーション 講義
昨年度国家試験の実施要項、試験本番までの流れを理解する。
進級時に実施した模擬試験を振り返り、本番に向けての現在の立ち位置を知る。

2
模擬試験対策

有床義歯技工学①
講義

技工に必要な有床義歯技工学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を

用いて理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

3
模擬試験対策

歯冠修復技工学①
講義

技工に必要な歯冠修復技工学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を

用いて理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

4
模擬試験対策
歯科理工学①

講義
技工に必要な歯科理工学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を用い
て理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

7
模擬試験対策
歯冠修復技工学②

講義
技工に必要な歯冠修復技工学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を
用いて理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

6
模擬試験対策

有床義歯技工学②
講義

技工に必要な有床義歯技工学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を

用いて理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

5
模擬試験対策
歯の解剖学①

講義
技工に必要な歯の解剖学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を用い
て理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

8
模擬試験対策
歯科理工学②

講義
技工に必要な歯科理工学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を用い
て理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

9
模擬試験対策

歯の解剖学②
講義

技工に必要な歯の解剖学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を用い

て理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

10
模擬試験対策

有床義歯技工学③
講義

技工に必要な有床義歯技工学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を

用いて理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

11
模擬試験対策

歯冠修復技工学③
講義

技工に必要な歯冠修復技工学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を

用いて理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

12
模擬試験対策

歯科理工学③
講義

技工に必要な歯科理工学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を用い

て理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

15 第1回模擬試験の解説 講義
第1回模擬試験を振り返り、技工に必要な各教科の重要事項を総合的に捉えられている

かを確認する。

13
模擬試験対策

歯の解剖学③
講義

技工に必要な歯の解剖学に関する事項を総合的に捉えられているか、練習問題を用い

て理解度の確認及び図や写真を用いて解説講義を行い理解度を深める。

14 第1回模擬試験の解説 講義
第1回模擬試験を振り返り、技工に必要な各教科の重要事項を総合的に捉えられている

かを確認する。



必・選の別 必修

（英） Research　and Professional PracticeⅠ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科　Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 前期

教科書 各専門科目の教科書及び実習帳、ほか

参考図書 歯科技工　アトラス（医歯薬出版）

回数 授業テーマ 授業形態

君塚　友見

授業形態 実習

科目名 課題研究実習Ⅰ 授業回数 15 科目責任者

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

配布プリントはファイルに綴じ、実習時に必ず持参すること。欠席や実習の遅

れは、教員の指示を仰ぐこと。

科目概要
学習の目

的

到達目標

・自ら設定した課題に基づいて、歯科技工物を製作することができる。

・製作計画を立案し、実行できる。

・作業模型製作、咬合器装着　症例の下準備状況をチェックしながら製作できる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実習作品および実習試験を行った場合には提出作品にて成績評価とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品（実技試験）　　　□　論文　　　□　レポート

海外留学経験があり、国内歯科技工所での臨床経験を有した教員が、国家試験でも出題される実習内容について講義内容と関連付けて実習

を行うことで、より理解度を深めることを目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

授　業　計　画

授業内容

1 ブリッジの蝋型採得修正① 実習 ブリッジの蝋型採得について連結部の形態について習得する。

2 ブリッジの蝋型採得修正② 実習 ブリッジの蝋型採得について連結部の形態について習得する。

3 ブリッジの蝋型採得修正③ 実習
ブリッジの蝋型採得について連結部の形態について習得する。

鑞付けするための方法を習得する。

7 ブリッジの連結部修正① 実習 鑞付け後の連結部の形態修正を習得する。

4 ブリッジの鑞付け① 実習 ブリッジの鑞付け方法を習得する。

5 ブリッジの鑞付け② 実習 ブリッジの鑞付け方法を習得する。

6 ブリッジの鑞付け③ 実習 ブリッジの鑞付け方法を習得する。

鑞付け後の連結部の形態修正を習得する。

9 国家試験実技内容① 実習 国家試験実技課題である『歯型彫刻』について製作方法を習得する。

8 ブリッジの連結部修正② 実習

15 ブリッジの前装部レジン築盛 実習 ブリッジのポンティック前装部へのレジン築盛を習得する。

12 国家試験実技内容④ 実習 国家試験実技課題である『ワイヤー屈曲』について製作方法を習得する。

13 国家試験実技内容⑤ 実習 国家試験実技課題である『ワイヤー屈曲』について製作方法を習得する。

14 ブリッジの前装部レジン築盛 実習 ブリッジのポンティック前装部へのレジン築盛を習得する。

10 国家試験実技内容② 実習 国家試験実技課題である『歯型彫刻』について製作方法を習得する。

11 国家試験実技内容③ 実習 国家試験実技課題である『ワイヤー屈曲』について製作方法を習得する。



必・選の別 必修

（英） InternshipⅡ 時間数 45 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 3 開講区分 前期

教科書 就職活動サポートブック（本校オリジナル教材）

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

進路指導経験が豊富であり、歯科関連企業との連携も深い教員が、就職活動に向けた準備、ならびに歯科技工業務の見学および就業体験を

通じて、業界で活躍するための課題を設定し、進路決定に向けた授業を行う。

到達目標

・歯科医療専門職として就業するために自らの課題を見つけることができる。

・進路決定の準備を具体的にし行動に移すことができる。

科目名 インターンシップⅡ 授業回数 23 科目責任者 西村　充剛

授業形態 演習

授　業　計　画

授業内容

１ 就職活動オリエンテーション 演習
就職部門のキャリアセンターについて紹介を行い、歯科医療業界に就職するときにポイン
トとなる本校の就職活動の流れ、求人票の見方を紹介する。また就職活動に向けて、履

歴書に自身の経歴や自己PRなど具体的に記載できるようにする。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

期限を守って提出したレポートを評価する。提出するべきレポートは 職場見学レポート、職場体験レポートとする。　提出日は別途指示する。

□　筆記試験　　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

時間外学習
事前学習として、訪問する施設情報をホームページなどで調べることを推奨す

る。
特記事項

レポート作成時に必要な写真を撮影しておく。その際には、様々な施

設見学をするため撮影可能か確認を取る。

４ 職場見学会① 演習
合同就職説明会参加企業の見学を行う。

①職場の概要・設備を確認する。②職場の業務内容を確認する。③臨床の現場を見る。④ス

タッフの方の話を聞く。⑤自分の今後の課題を発見する。

５ 職場見学会② 演習
合同就職説明会参加企業の見学を行う。

①職場の概要・設備を確認する。②職場の業務内容を確認する。③臨床の現場を見る。④ス

タッフの方の話を聞く。⑤自分の今後の課題を発見する。

２ 合同就職説明会① 演習
学校に歯科技工所や歯科医院・歯科関連企業等を招き、会社説明を拝聴する。

進路決定の手掛かりとする。

３ 合同就職説明会② 演習
学校に歯科技工所や歯科医院・歯科関連企業等を招き、会社説明を拝聴する。

進路決定の手掛かりとする。

６ 職場見学会③ 演習 見学した企業についてレポートを作成し、情報を共有する。

７ 就業体験① 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

10 就業体験④ 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

11 就業体験⑤ 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

８ 就業体験② 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

9 就業体験③ 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

14 就業体験⑧ 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

15 就業体験⑨ 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

12 就業体験⑥ 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

13 就業体験⑦ 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

19 就業体験⑬ 演習 就業体験先企業のレポートを作成し、情報を共有する。

20 就職対策① 演習

就職未内定者向けの対策として学校に数社の歯科技工所や歯科医院を招き、会社説明

を拝聴する。

すでに就職が内定している者は就職先企業のレポートを作成し、情報を共有する。

16 就業体験⑩ 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

17 就業体験⑪ 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

1８ 就業体験⑫ 演習
①各職場の始業に合わせて出社。②朝礼、朝掃除等に参加。③一日の実習内容の確認。

④朝の職場での仕事の流れを知る。⑤体験実習（チェック・修正）

⑥スタッフの仕事の観察する。

23 職場見学会② 演習 見学した企業についてレポートを作成し、情報を共有する。

21 就職対策② 演習

就職未内定者向けの対策として学校に数社の歯科技工所や歯科医院を招き、会社説明

を拝聴する。
すでに就職が内定している者は就職先企業のレポートを作成し、情報を共有する。

22 職場見学会① 演習
①職場の概要・設備を確認する。②職場の業務内容を確認する。③臨床の現場を見る。
④スタッフの方の話を聞く。⑤自分の今後の課題を発見する。



必・選の別 必修

（英） Training to Sports Dentistry 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 1 単位 1 開講区分 前期

教科書 特になし

参考図書 授業内にて紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

君塚 友見

授業形態 演習

科目名 スポーツ歯学実践 授業回数 8 科目責任者

時間外学習
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた場合を除

き、写真撮影及び録音録画を許可する。

科目概要

学習の目

的

到達目標

・スポーツと歯科の関係を説明することができる。

・マウスガード製作に必要な模型の製作方法とマウスガードの製作について説明することができる。

・カスタムメイドマウスガードの基本的な製作方法に沿って、製作することができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実習作品おける提出作品にて成績評価とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品　　　□　論文　　　□　レポート

日本スポーツ歯科医学会に所属し、学会認定マウスガードインストラクターである教員がマウスガード製作に必要な基本的な知識と製作方法

について口腔内模型を使用し臨床的な実習を通じてスポーツ選手の口腔内に適合するマウスガード製作を目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

特記事項 なし

授　業　計　画

授業内容

１
マウスガード製作にむけて

口腔内模型トリミング
演習

印象採得された印象に石膏注入を実施し、口腔内模型においてマウスガード製作に必

要な模型製作を行う。

２
マウスガード製作むけて

咬合器装着
演習 口腔内模型のトリミング、スプリットキャスト等製作を行い、咬合器装着を行う。

３ マウスガード製作を行う① 演習 口腔内模型にマウスガードの外形線を記入する。

４ マウスガード製作を行う② 演習 加圧形成器を使用して模型に材料をプレスする。

５ マウスガード製作を行う③ 演習 プレスされたシート材料をヒートカッターでカットする。

８ マウスガード製作を行う⑥ 演習 改善した内容を選手からフィードバックをもらう。

６ マウスガード製作を行う④ 演習 形態修正を行い、口腔内に装着しても違和感の少ない装着感にする。

７ マウスガード製作を行う⑤ 演習 製作過程にて選手と接触し、装着、改善を実施する。



必・選の別 必修

（英）  Fundamentals of Clinical Dentistry　Ⅰ 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 後期

教科書 最新歯科技工士教本　歯冠修復技工学・有床義歯技工学・矯正歯科技工学　(医歯薬出版)

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

君塚　友見

授業形態 演習

科目名 歯科臨床基礎Ⅰ 授業回数 8 科目責任者

科目概要

学習の目

的

到達目標

・テンポラリークラウンの製作工程を理解する。

・個歯トレーの製作工程、使用材料の特性を理解し製作することができる。

・メタルコアの製作工程を理解し製作することができる。

海外留学経験があり、国内歯科技工所での臨床経験を有した教員が、臨床的な歯科治療の流れを踏まえて仮歯の製作方法について理解を深める

ことを目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

授業内容

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実習作品の提出作品にて成績評価とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品　　　□　論文　　　□　レポート

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、実

習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

登校授業においては著作権のある資料も用いるので、講義及び提示資料の写

真撮影及び録音録画には許可を求めること。

授　業　計　画

プロビジョナルレストレーションの製作

（既製樹脂冠を使用）
演習

・プロビジョナルレストレーションを製作する。

・既製樹脂冠の辺縁を適合させる。③製作手順を習得する。

1
プロビジョナルレストレーションの製作

（既製樹脂冠を使用）
演習

・プロビジョナルレストレーションを製作する。

・仮想支台歯形成を理解する。③製作手順を習得する。

2
プロビジョナルレストレーションの製作

（既製樹脂冠を使用）
演習

・プロビジョナルレストレーションを製作する。

・仮想支台歯形成を理解する。③製作手順を習得する。

3

6 個人トレーの製作 演習

4 個歯トレーの製作 演習
・個歯トレーの製作手順を覚える。

・スペーサーを理解し、個歯トレーの形態修正の仕方を覚える。

5
個歯トレーの製作

個人トレーの製作
演習

・個歯トレーが完成する。

・個人トレーの製作手順を覚える。

・スペーサーを理解し、個歯トレーの形態修正の仕方を覚える。

・個人トレーの製作手順を覚える。

・スペーサーを理解し、個人トレーの形態修正の仕方を覚える。

プロビジョナルレストレーション、個歯トレーを完成させ提出する。

7 個人トレーの製作 演習
・個人トレーの製作手順を覚える。

・スペーサーを理解し、個人トレーの形態修正の仕方を覚える。

8 完成・提出 演習



必・選の別 必修

（英）  Fundamentals of Clinical Dentistry　Ⅱ 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 後期

教科書 最新歯科技工士教本　歯冠修復技工学・有床義歯技工学・矯正歯科技工学　(医歯薬出版)

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

矯正系 ： リテーナー製作に向けての矯正用線屈曲を習得する。

矯正系 ： レジンを用いた床の製作を習得する。

修復系 ： 作業用模型（歯型可撤式模型）の製作を習得する。

有床系 ： 上下顎無歯顎個人トレーの製作を習得する。

矯正系 ： リテーナー製作に向けての矯正用線屈曲を習得する。

修復系 ： 蝋型採得を習得する。

有床系 ： 上下顎咬合床製作を習得する。

修復系 ： 作業用模型（歯型可撤式模型）の製作を習得する。

有床系 ： 上下顎無歯顎個人トレーの製作を習得する。

矯正系 ： リテーナー製作に向けての矯正用線屈曲を習得する。

修復系 ： 作業用模型（歯型可撤式模型）の製作を習得する。

有床系 ： 上下顎無歯顎個人トレーの製作を習得する。

各課題について修復物を完成させ、製作過程を習得する。

5 卒業前実習 演習

修復系 ： 蝋型の埋没方法、鋳造方法を習得する。

有床系 ： 上下顎咬合床製作を習得する。

矯正系 ： 床の形態修正、研磨の方法を習得する。

修復系 ： 鋳造体の掘出し、研磨方法を習得する。

有床系 ： 上下顎咬合床製作を習得する。7 卒業前実習 演習

8 卒業前実習 演習

矯正系 ： 床の形態修正、研磨の方法を習得する。

3 卒業前実習 演習

4 卒業前実習 演習

6 卒業前実習 演習

矯正系 ： レジンを用いた床の製作を習得する。

修復系 ： 蝋型採得を習得する。

有床系 ： 上下顎咬合床製作を習得する。

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、実

習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 卒業前実習 演習

2 卒業前実習 演習

科目概要

学習の目

的

到達目標

修復系：作業用模型（歯型可撤式模型）の製作および、クラウンの製作工程を習得する。

有床系：無歯顎個人トレー、咬合床の製作工程を習得する。

矯正系：補綴装置の製作工程を習得する。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実技試験として「作品の評価」を８５点、レポートを１５点、合わせて１００点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート　　■　作品

君塚　友見

授業形態 演習

登校授業においては著作権のある資料も用いるので、講義及び提示資料の写

真撮影及び録音録画には許可を求めること。

海外留学経験があり、国内歯科技工所での臨床経験を有した教員が、様々な臨床ケースに合わせた修復物の製作方法について理解を深め、製作

できるようになることを目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

科目名 歯科臨床基礎Ⅱ 授業回数 8 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Basic　Training　of  denture Techniques 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科　Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 後期

教科書 最新歯科技工士教本「有床義歯技工学」（医歯薬出版）、「オリジナル実習帳」等

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

14
全部床義歯排列・歯肉形成②〔トライ〕

全部床義歯排列・歯肉形成②〔チェック〕
実習

全部床義歯の正しい排列基準を理解する。

全部床義歯の正しい歯肉形態を理解する。

全部床義歯の蝋堤取り付けについて理解する。

15
全部床義歯排列・歯肉形成②〔チェック〕

全技協認定試験に向けて
実習

全部床義歯の正しい歯肉形態を理解する。

制限時間１２０分で全部床義歯の排列を完成させる技工術式を理解する。

全技協認定試験に向けて模型の調整、人工歯の確認を行う。

12
全部床義歯排列・歯肉形成②〔チェック〕

蝋堤　準備
実習

全部床義歯の正しい歯肉形態を理解する。

制限時間１２０分で全部床義歯の排列を完成させる技工術式を理解する。

全部床義歯の蝋堤取り付けについて理解する。

13 全部床義歯排列・歯肉形成②〔トライ〕 実習
全部床義歯の正しい排列基準を理解する。

全部床義歯の正しい歯肉形態を理解する。

制限時間１２０分で全部床義歯の排列を完成させる技工術式を理解する。

10 全部床義歯排列・歯肉形成②〔トライ〕 実習
全部床義歯の正しい排列基準を理解する。

全部床義歯の正しい歯肉形態を理解する。

制限時間１２０分で全部床義歯の排列を完成させる技工術式を理解する。

11
全部床義歯排列・歯肉形成②〔トライ〕

全部床義歯排列・歯肉形成②〔チェック〕
実習

全部床義歯の正しい排列基準を理解する。

全部床義歯の正しい歯肉形態を理解する。

全部床義歯の蝋堤取り付けについて理解する。

8
全部床義歯排列・歯肉形成①〔トライ〕
全部床義歯排列・歯肉形成①〔チェック〕

実習
全部床義歯の正しい排列基準を理解する。

全部床義歯の正しい歯肉形態を理解する。

全部床義歯の蝋堤取り付けについて理解する。

9
全部床義歯排列・歯肉形成①〔チェック〕

蝋堤　準備
実習

全部床義歯の正しい歯肉形態を理解する。

制限時間１３０分で全部床義歯の排列を完成させる技工術式を理解する。

全部床義歯の蝋堤取り付けについて理解する。

7 全部床義歯排列・歯肉形成①〔トライ〕 実習
全部床義歯の正しい排列基準を理解する。

全部床義歯の正しい歯肉形態を理解する。

制限時間１３０分で全部床義歯の排列を完成させる技工術式を理解する。

6
歯肉形成①〔チェック〕

蝋堤　準備
実習

全部床義歯の正しい歯肉形態を理解する。

全部床義歯の蝋堤取り付けについて理解する。

5 歯肉形成①〔トライ〕 実習
全部床義歯の正しい歯肉形態を理解する。

制限時間内に全部床義歯の歯肉形成を完成させる技工術式を理解する。

4
全部床義歯排列②〔チェック〕
蝋堤　準備

実習
全部床義歯の排列方法(下顎法)の手順、注意事項について理解する。

全部床義歯の正しい排列基準を理解する。

全部床義歯の蝋堤取り付けについて理解する。

3 全部床義歯排列②〔トライ〕 実習
全部床義歯の排列方法(下顎法)の手順、注意事項について理解する。

全部床義歯の正しい排列基準を理解する。

制限時間１００分で全部床義歯の排列を完成させる技工術式を理解する。

2
全部床義歯排列①〔チェック〕

蝋堤　準備
実習

全部床義歯の排列方法(下顎法)の手順、注意事項について理解する。

全部床義歯の正しい排列基準を理解する。

全部床義歯の蝋堤取り付けについて理解する。

授　業　計　画

授業内容

1 全部床義歯排列①〔トライ〕 実習
全部床義歯の排列方法(下顎法)の手順、注意事項について理解する。

全部床義歯の正しい排列基準を理解する。

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

登校授業においては著作権のある資料も用いるので、講義及び提示資料の写

真撮影及び録音録画には許可を求めること。

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として歯科大学附属病院や歯科技工所での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授

業を行う。

全部床義歯の人工歯排列・歯肉形成の基本技術を習得することを目的とする。

到達目標 全部床義歯の人工歯排列と歯肉形成を規定時間内に製作できる技術の習得を目標とする。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実習作品および実習試験を行った場合には提出作品にて成績評価とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品（実技試験）　　　□　論文　　　□　レポート

中台　祐介

授業形態 実習

科目名 有床義歯総合実習　 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Comprehensive Training of Restoratice DentistryⅠ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 後期

教科書 最新歯科技工士教本「歯冠修復技工学」（医歯薬出版）、「オリジナル実習帳」等

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

14 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr⑬フィードバック＆修正30分

・Cr⑭模型B（グレー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

15 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr⑭フィードバック＆修正30分

・Cr⑮模型A（ブルー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

12 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr⑪フィードバック＆修正30分

・Cr⑫模型B（グレー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

13 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr⑫フィードバック＆修正30分

・Cr⑬模型A（ブルー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

10 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr⑨フィードバック＆修正30分

・Cr⑩模型B（グレー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

11 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr⑩フィードバック＆修正30分

・Cr⑪模型A（ブルー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

8 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr⑦フィードバック＆修正30分

・Cr⑧模型B（グレー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

9 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr⑧フィードバック＆修正30分

・Cr⑨模型A（ブルー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

6 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr⑤フィードバック＆修正30分

・Cr⑥模型B（グレー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

7 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr⑥フィードバック＆修正30分

・Cr⑦模型A（ブルー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

4 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr③フィードバック＆修正30分

・Cr④模型B（グレー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

5 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr④フィードバック＆修正30分

・Cr⑤模型A（ブルー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

2 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr①フィードバック＆修正を行う。

・Cr②模型B（グレー）ワックスアップ45分、説明&自己チェック20分の時間内での

　修正方法を習得する。

3 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備10分、Cr②フィードバック＆修正30分

・Cr③模型A（ブルー）ワックスアップ45分の時間内で製作、修正できる方法を習得する。

授　業　計　画

授業内容

1 ワックスアップトレーニング 実習
・説明＆準備15分、Cr①模型A（ゲレー）ワックスアップ45分にて完成させ、

  自己チェック20分の時間内での修正方法を習得する。

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

登校授業においては著作権のある資料も用いるので、講義及び提示資料の写

真撮影及び録音録画には許可を求めること。

科目概要
学習の目

的

到達目標

・設定時間内に主溝、外形を完成するスピードを習得する。

・歯列に調和した（豊隆、咬合接触、隣接面接触など）クラウンが製作方法を習得する。

・トレーニングを通して課題を発見し、修正できる技術力を習得する。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実習作品および実習試験を行った場合には提出作品にて成績評価とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品（実技試験）　　　□　論文　　　□　レポート

海外留学経験があり、国内歯科技工所での臨床経験を有した教員が、臨床的観点を踏まえて修復物製作時に必要なスピードや考え方、ポイント

について実習を行うことを目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

君塚　友見

授業形態 実習

科目名 歯冠修復総合実習Ⅰ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Comprehensive Training of Restoratice DentistryⅡ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 後期

教科書 最新歯科技工士教本「歯冠修復技工学」「口腔・顎顔面解剖学」（医歯薬出版）、「オリジナル実習帳」等

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

14 デッサントレーニング 実習
指定する歯種について、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５面それぞれデッサンする。製

作後は、ルーブリック表を用いて指導教員の視点を参考に、自己チェックすることができる。学生同

士で互いに評価することができる。

15 デッサントレーニング 実習
指定する歯種について、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５面それぞれデッサンする。製

作後は、ルーブリック表を用いて指導教員の視点を参考に、自己チェックすることができる。学生同

士で互いに評価することができる。

12 デッサントレーニング 実習
国家試験（実地）形式で、規定時間内に指定した歯種のデッサンを描くことができる。各課題の製

作時間を自ら設定し、計画的に製作することができる。製作中に誤りがあった場合、落ち着いて時間

内に修正を試みることができる。

13 デッサントレーニング 実習
指定する歯種について、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５面それぞれデッサンする。製

作後は、ルーブリック表を用いて指導教員の視点を参考に、自己チェックすることができる。学生同

士で互いに評価することができる。

10 デッサントレーニング 実習
指定する歯種について、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５面それぞれデッサンする。製

作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックする。チェック後は、指導教員との差異を確認し、俯瞰

的な観察を試みることができる。

11 デッサントレーニング 実習 国家試験（実地）形式で、規定時間内に指定した歯種のデッサンを描くことができる。

8 デッサントレーニング 実習
指定する歯種について、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５面それぞれデッサンする。製

作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックする。チェック後は、指導教員との差異を確認し、俯瞰

的な観察を試みることができる。

9 デッサントレーニング 実習
指定する歯種について、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５面それぞれデッサンする。製

作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックする。チェック後は、指導教員との差異を確認し、俯瞰

的な観察を試みることができる。

6 デッサントレーニング 実習
国家試験（実地）形式で、規定時間内に指定した歯種のデッサンを描くことができる。各課題の製

作時間を自ら設定し、計画的に製作することができる。製作中に誤りがあった場合、落ち着いて時間

内に修正を試みることができる。

7 デッサントレーニング 実習
指定する歯種について、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５面それぞれデッサンする。製

作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックする。チェック後は、指導教員との差異を確認し、俯瞰

的な観察を試みることができる。

4 デッサントレーニング 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の

５面それぞれデッサンする。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

5 デッサントレーニング 実習 国家試験（実地）形式で、規定時間内に指定した歯種のデッサンを描くことができる。

2 デッサントレーニング 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の

５面それぞれデッサンする。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

3 デッサントレーニング 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の

５面それぞれデッサンする。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

授　業　計　画

授業内容

1 デッサントレーニング 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の

５面それぞれデッサンする。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

登校授業においては著作権のある資料も用いるので、講義及び提示資料の写

真撮影及び録音録画には許可を求めること。

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

天然歯の解剖学的形態（外形・主溝）の深い理解に基づき、規定時間内に正確な歯冠形態を創出するための、高度な精神運動的技能（知識と
技術の統合）と形態認識力を養う。講師は、受講学生が興味深く学べるよう、教科書の内容を適宜、実習や臨床トピックスを交えて授業を展開

することを心がけ、学習者のサポートを行います。

研修歴：日本歯科技工士会生涯研修１期修了／2019年インタラクティブティーチングアカデミー修了（東京大学 大学総合教育研究セン

ター）

到達目標

・設定時間内に指定した歯種について、形態的特徴を５面デッサンで表現することができる。

・製作した作品について、ルーブリック表を用いながら修正することができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実技試験として「作品の評価」を9０点、レポート（ルーブリック表作成）を10点とする。提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

沼田　典子

授業形態 実習

科目名 歯冠修復総合実習Ⅱ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Comprehensive Training of　Dental CarvingⅡ 時間数 60 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 2 開講区分 後期

教科書 最新歯科技工士教本　口腔・顎顔面解剖学　（医歯薬出版）

参考図書 適宜紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

29

30 石膏棒を用いた天然歯の模刻

石膏棒を用いた天然歯の模刻

実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習

実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

25

26

27

28

指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

17

18

19

20

21

22

石膏棒を用いた天然歯の模刻

石膏棒を用いた天然歯の模刻

石膏棒を用いた天然歯の模刻

23

24 石膏棒を用いた天然歯の模刻

実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

13 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

14 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。
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15 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

8 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

9 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

10 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

11 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

12 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

6 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

7 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

5 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

3 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

4 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

作品（各評価の平均値）9０点、レポート（ルーブリック）1０点で評価する。提出物の期限は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品　　　□　論文　　　■　レポート

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこ

と。
特記事項

登校授業においては著作権のある資料も用いるので、講義及び提示資料の

写真撮影及び録音録画には許可を求めること。

2 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

授　業　計　画

授業内容

1 石膏棒を用いた天然歯の模刻 実習
指定する歯種について、その歯の特徴を事前に確認し、咬合面（切縁）、頬側面、舌側面、隣接面の５

面を中心に見本とする天然歯のコピーを観察し、模刻する。

製作後は、ルーブリック表を用いて自己チェックし、修正することができる。

科目名 歯型彫刻総合Ⅱ 授業回数 30 科目責任者 沼田　典子

授業形態 実習

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

天然歯の解剖学的形態（外形・主溝）の深い理解に基づき、規定時間内に正確な歯冠形態を創出するための、高度な精神運動的技能（知識と技

術の統合）と形態認識力を養う。講師は、受講学生が興味深く学べるよう、教科書の内容を適宜、実習や臨床トピックスを交えて授業を展開すること

を心がけ、学習者のサポートを行います。

研修歴：日本歯科技工士会生涯研修１期修了／2019年インタラクティブティーチングアカデミー修了（東京大学 大学総合教育研究センター）

到達目標

・歯型彫刻については見本模型を用いず４０分以内に指定した歯種の外形、主溝、副溝を再現することができる。

・歯のデッサンについては、見本模型を用いず１５分以内に指定した歯種についての３面の線画を描記できる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。



必・選の別 必修

（英） Training of 　Dental TechnologyⅣ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

14 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

15 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

12
課題製作

歯のデッサン・ワイヤー屈曲・歯型彫刻
実習

課題：９0分で国家試験(実地)の出題課題を行う。
この実習で提出された作品は成績評価する。製作後は、見本や評価表を用いた自己

チェックおよび教員によるフィードバックを行う。

13 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

10 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

11
課題製作

歯のデッサン・ワイヤー屈曲・歯型彫刻
実習

課題：９０分で国家試験(実地)の出題課題を行う。

この実習で提出された作品は成績評価する。製作後は、見本や評価表を用いた自己

チェックおよび教員によるフィードバックを行う。

8 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

9 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

6 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

7 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

4 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

5 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

2 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

3 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

授　業　計　画

授業内容

1 ワイヤー屈曲・デッサン・彫刻 実習
1つの課題を制限時間内に正確に完成させる技術を習得する。

設計線に沿ったワイヤー屈曲、歯の特徴をとらえたデッサンと彫刻を完成までできるようになる。

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

登校授業においては著作権のある資料も用いるので、講義及び提示資料の写

真撮影及び録音録画には許可を求めること。

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

海外留学経験があり、国内歯科技工所での臨床経験を有した教員や、国内大学病院内にて臨床経験を有した教員が、臨床的観点を踏まえて製

作時に必要なスピードや考え方、ポイントについて実習を行うことを目的とする。

到達目標

・歯のデッサン、歯型彫刻で指示された歯種を時間内に正確に再現することができる。

・矯正歯科で用いるワイヤーの屈曲を指定時間内に製作することができる。

・就職先の仕事内容に合わせて自力で、作品製作を行うことができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実習作品および実習試験を行った場合には提出作品にて成績評価とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品（実技試験）　　　□　論文　　　□　レポート

君塚　友見　他

授業形態 実習

科目名 歯科技工実習総合Ⅳ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Dental Technology - ComprehensiveⅡ 時間数 90 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科Ⅰ部 年次 2 単位 6 開講区分 前期

教科書 新歯科技工士教本（８科目）(医歯薬出版)

参考図書 別途、授業内で紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

４４
まとめ２８

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

４５
まとめ２９

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

４２
まとめ２６

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

４３
まとめ２７

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

４０
まとめ２４

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

４１
まとめ２５

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

３８
まとめ２２

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

３９
まとめ２３

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

３６
まとめ２０

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

３７
まとめ２１

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

３４
まとめ１８　（試験形式問題）

国家試験対策問題
講義 科目別の模擬試験形式問題を用いて理解度の確認する。

３５
まとめ１９

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

３２
まとめ１６　（試験形式問題）

国家試験対策問題
講義 科目別の模擬試験形式問題を用いて理解度の確認する。

３３
まとめ１７　（試験形式問題）

国家試験対策問題
講義 科目別の模擬試験形式問題を用いて理解度の確認する。

３０
まとめ１４　（試験形式問題）

国家試験対策問題
講義 科目別の模擬試験形式問題を用いて理解度の確認する。

３１
まとめ１５　（試験形式問題）

国家試験対策問題
講義 科目別の模擬試験形式問題を用いて理解度の確認する。

２８
まとめ１２　（試験形式問題）

国家試験対策問題
講義 科目別の模擬試験形式問題を用いて理解度の確認する。

２９
まとめ１３　（試験形式問題）

国家試験対策問題
講義 科目別の模擬試験形式問題を用いて理解度の確認する。

２６
まとめ１０

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

２７
まとめ１１　（試験形式問題）

国家試験対策問題
講義 科目別の模擬試験形式問題を用いて理解度の確認する。

２４
まとめ８

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

２５
まとめ９

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

２２ 卒業判定試験に向けて⑦ 講義 卒業判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

２３ 卒業判定試験に向けて⑧ 講義 卒業判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

２０ 卒業判定試験に向けて⑤ 講義 卒業判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

２１ 卒業判定試験に向けて⑥ 講義 卒業判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

１８ 卒業判定試験に向けて③ 講義 卒業判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

１９ 卒業判定試験に向けて④ 講義 卒業判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

１６ 卒業判定試験に向けて① 講義 卒業判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

１７ 卒業判定試験に向けて② 講義 卒業判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

科目名 総合歯科技工学Ⅱ 科目責任者 君塚　友見　他授業回数 45

授業形態 講義

到達目標

・専門科目の枠を超え、総合的に考えることができる。

・理解できない点、疑問点を発見し、それを理解することができる。

科目概要
学習の目

的
臨床経験を有した教員が、歯冠修復技工学、有床義歯技工学、歯の解剖学、歯科理工学において歯科技工士になるために必要な

知識をより深く理解していくことを目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

１
まとめ１

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は全技協統一模擬試験にて評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

時間外学習 毎回の授業内で、前回の講義内容の確認小テストを行う。

その小テストに向けてポイントを復習を行う

授　業　計　画

授業内容

特記事項
動画授業の視聴ルールは、遠隔授業規定による。登校授業においては著作権の

ある資料も用いるので、講義及び提示資料のデジタル記録には許可を求めるこ

と。

出願判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

２ 出願判定試験に向けて① 講義 出願判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

３ 出願判定試験に向けて② 講義 出願判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

４ 出願判定試験に向けて③ 講義 出願判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

５ 出願判定試験に向けて④ 講義

６ 出願判定試験に向けて⑤ 講義 出願判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

７ 出願判定試験に向けて⑥ 講義 出願判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

８ 出願判定試験に向けて⑦ 講義 出願判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

９ 出願判定試験に向けて⑧ 講義 出願判定試験に向けて講義を行い理解度を深める。

１０
まとめ２

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

まとめ４

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

１１ 出願判定試験振り返り 講義 出願判定試験の振り返りを行う。

１２

１５
まとめ７

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

１３
まとめ５

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。

１４
まとめ６

国家試験対策問題
講義

歯科技工に必要な知識を総合的に捉えられているか練習問題を用いて理解度の確認、及

び図や写真を用いて問題解説を行い理解度を深める。



必・選の別 必修

（英） Research and Professional PracticeⅡ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科　Ⅰ部 年次 2 単位 1 開講区分 後期

教科書 各専門科目の教科書及び実習帳、ほか

参考図書 適宜紹介する。

回数 授業テーマ 授業形態

10 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する

作業工程を習得する。

11 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する

作業工程を習得する。

15 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する

作業工程を習得する。

12 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する

作業工程を習得する。

13 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する

作業工程を習得する。

14 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する

作業工程を習得する。

実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する
作業工程を習得する。

9 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する

作業工程を習得する。

8 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習

6 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する

作業工程を習得する。

7 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する
作業工程を習得する。

4 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する
作業工程を習得する。

5 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する
作業工程を習得する。

2 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する

作業工程を習得する。

3 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する

作業工程を習得する。

授　業　計　画

授業内容

1 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題について制限時間内での完成にむけて適する
作業工程を習得する。

時間外学習
シラバスを事前に確認し、教科書の該当部分を読んで実習に臨むこと。また、

実習作業が遅れた場合は、次回授業までに指示した工程まで進めておくこと。
特記事項

登校授業においては著作権のある資料も用いるので、講義及び提示資料の写

真撮影及び録音録画には許可を求めること。

科目概要
学習の目

的

到達目標

卒業後のキャリア形成を踏まえ、既習知識と技術を用いて自ら設定した課題をクリアできる技術力を習得する。

製作物に応じて使用する材料の特性を理解する。

作品の製作とレポート作成をすすめることで各修復物における最適な製作工程について習得する。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実習作品および実習試験を行った場合には提出作品にて成績評価とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品（実技試験）　　　□　論文　　　□　レポート

海外留学経験があり、国内歯科技工所での臨床経験を有した教員が、各修復物において臨床的観点を踏まえて必要な技術やスピード、考え方

やポイントについて実習を行うことを目的とする。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

君塚　友見

授業形態 実習

科目名 課題研究実習Ⅱ 授業回数 15 科目責任者


